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本研究では、ηが整数および有理数の DWSL を R 行列 Floquet 理論に基づく多チャンネル散乱問題
に帰着させ、Floquet 状態の寿命に対応する過剰状態密度ρ(ex)(E)を大規模数値計算した。さらに、散乱
理論に基づき ρ(ex)(E) の解析的表式を導出し、これが多チャンネル共鳴散乱断面積に対する Shore の
公式と類似した構造を有することを見出している。具体的には、ρ(ex)(E)は、単一チャンネル散乱からの形
状共鳴による寄与ρ0 (ex) (E)と多チャンネル散乱からの寄与 ρnr (ex) (E) +ρres (ex) (E) の三つの項の和で表さ
れる。ここで、ρnr (ex) (E) は Shoreの公式における構造のないバックグラウンドからの寄与に対応し、ρres (ex) 
(E)は特徴的な非対称スペクトル形状を示す Fano 共鳴の寄与に対応する。数値計算の結果とこれらの表
式を比較することで、Floquet状態の崩壊過程の物理的起因を特定することが可能になる。 
ここでは、主として、η=1および3/2の DWSLを調べ、レーザー電場 Facが大きくなるにつれて、ρ0 (ex) (E)
から ρres (ex) (E) の寄与が大きくなることを見出している。η=1の場合、動的 Zener 効果に起因するチャン
ネル間の相互作用（フォトンサイドバンド間結合）が大きいため、Fac が大きくなるにつれて、 ρ(ex)(E) の共
鳴ピークは、ρ0 (ex) (E) による単一の形状共鳴によるピークから ρres (ex) (E) による複数の Fano共鳴ピーク
へと分岐し、短寿命化する。このような分岐過程は、Facが大きくなるにつれて、Facに関する高次項の寄与
が ρres (ex) (E) の表式における自己エネルギー項に非摂動的に繰り込まれていくことから理解できる。この
















本研究に関連する掲載論文は現在 2 報ある。1 報は、η=1の DWSL に関する研究で、当該分野での












 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 工学 ）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
